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菊 池 寛 



が、 祖父の 道楽で、 長年 苦しめられた 祖母が、 死ぬ 

間際にな つて、 手 を 合せながら、 

『お前さんの 代で、 長い間 続いて いた 勝 島の 家が、 一 

文な しの 水 呑 百姓に なって しまったの も、 わしゃ 運 だ 

と 諦めて、 厭い はせんが、 せめて 死 際に、 お前さん か 

ら、 賭博 は 一 切 打たん という 誓言 をき いて 死にたい。 

わし は、 お前さんの 道楽で 長い間、 苦しまされ たの だ 

あと 

から、 後に 残る 宗太郎 やおみ ね (私の 父と 母) だけに 

は、 この 苦労 はさせ たくない。 わしの 臨終の 望み じ や 

ほどに、 きっぱり 思い切って 下され』 と、 何度も 何度 

も 繰り返して、 口説いた のがよ ほど 効いた のでしょう、 
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